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「
農
業
」
と
聞
い
て
、
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
。

一
般
的
に
は
、
重
労
働
、
後
継
者

不
足
、
収
入
が
不
安
定
…
な
ど
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

確
か
に
、
農
家
の
高
齢
化
は
深

刻
な
問
題
で
す
。
農
林
水
産
省
の

統
計
に
よ
る
と
、
平
成
22
年
か
ら

3
年
間
の
新
規
就
農
者
数
は
、
5

万
8
，0
0
0
人
か
ら
5
万
8
0
0

人
へ
と
12
・
4
％
も
減
少
し
て
い

ま
す（
図
１
）。

　

と
こ
ろ
が
、
年
齢
構
成
別
に
見

る
と
、
将
来
の
担
い
手
と
し
て
期

待
さ
れ
る
「
40
歳
未
満
の
新
規
就

農
者
」
の
割
合
は
、
平
成
23
年
の

24
・
5
％
が
平
成
25
年
で
は
26
・

3
％
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
家
以
外
の
出
身
者

で
新
た
に
農
業
経
営
を
開
始
し
た

「
新
規
参
入
者
」
を
40
歳
未
満
に

限
る
と
、
2
年
間
で
倍
近
く
に
増

え
て
い
ま
す（
図
2
）。

　

つ
ま
り
、
こ
の
2
つ
の
図
は
、

新
規
就
農
す
る
人
々
が
全
体
的
に

若
返
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
農
業
と
は
無
関
係
だ
っ

た
人
々
が
新
た
に
参
入
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

 　

国
の
研
究
機
関
で
あ
る
「
農

業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構
」
が
、
学
生
を
対
象
に
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
農
業
を
ま
っ
た

く
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
学
生
の

4
人
に
1
人
が
「
一
度
は
体
験
し

て
み
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
を
体
験
し
た
こ
と
が

あ
る
学
生
は
、
農
業
の
イ
メ
ー
ジ

を
「
や
り
方
次
第
で
儲
か
る
」

「
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
肯
定
的
に
と
ら
え
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
で
自
分
ら
し
く
生
き

た
い
と
望
む
若
者
が
、
今
、
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

農
業
が
若
者
た
ち
を
引
き
付
け

る
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。
近
年
、
農
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
が
支
え
て
き

た
農
業
で
は
、
他
業
種
と
比
べ
て

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
導
入
が
遅

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
近
年
、
企
業
や
大
学
な

ど
の
研
究
機
関
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
込
み
、
急
速
に
Ｉ

Ｔ
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
農
家
も

生
産
の
み
を
行
う
第
１
次
産
業
か

ら
脱
し
、
自
ら
加
工
・
販
売
ま
で

を
手
が
け
る
6
次
産
業
化
に
取
り

組
む
例
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

６次産業化に取り組む観光農園。市外から
大勢の人が訪れる=篠田いちご園

特
集　

西
脇
市
で
新
規
就
農

特
集　

西
脇
市
で
新
規
就
農

特
集　

西
脇
市
で
新
規
就
農

　一昔前まで、家業が農家でなけ
れば始められないイメージが強
かった「農業」ですが、最近は、
農業をやってみたいと考える若者
たちも増えています。
　農業をテーマにした漫画やアニ
メが人気を集めるなど、昨今の健
康ブームや価値観の多様化、新た
な農業ビジネスの可能性などを背
景に、今、"農業という生き方"が
見直されています。
　西脇市で農業、始めませんか。

特集　さあ、農業を始めよう。

　

作
業
の
効
率
化
や
生
育
状
況
の

把
握
と
対
策
の
強
化
、
販
売
力
の

向
上
な
ど
を
果
た
し
た
„
新
し
い

農
業
“
は
、
若
者
に
と
っ
て
も
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
十
分
魅
力
的
に
映

っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
9
日
に
神
戸
市
で
開
催
さ

れ
た
「
就
農
希
望
者
向
け
セ
ミ
ナ

ー
・
相
談
会
」
で
は
、
西
脇
市
で

の
就
農
に
つ
い
て
多
く
の
方
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
な
ど
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
く
て
も
何
か
ら
手
を
付
け
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
次
ペ
ー
ジ
以

降
で
は
、
5
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分

け
て
ご
案
内
し
ま
す
。

［図２］　年齢別新規参入者数（出典は図１と同じ）

［図1］　年齢別新規就農者数（農林水産省「平成25年
　　　　　新規就農者調査」より抜粋）

集計結果は、東日本大震災の影響で調査不能となった
福島県の一部地域を除いたもの。
緑字は40歳未満の新規就農者の割合。

新規参入は
一気に２倍に

も
う



　県立農業大学校などの学生らが、７月20日から８月10日に
かけて、市内の農家で実践研修を行いました。
　市の「農業インターンシップ支援事業（５ページ参照）」を
利用して、２名１組がイチゴ農家や畜産農家で数日間学んだも
の。農大の佃亮司さんと西野大夢さんは「農大で学ぶのとはま

た違った驚きや
発見があった」
と語り、「農業
は自分のペース
で仕事ができて、
結果は自分の努
力次第。やりが
いがある」と汗
をぬぐっていま
した。

た
発
と
は
で
結
力
い
を
し

就 農 の 準 備 段 階

青年就農給付金（準備型）
農業技術の研修期間中に給付金を給付

技術・経営
ノウハウの
習得

就 農 の 開 始 段 階

青年就農給付金
（経営開始型）

独立して農業を始めたい

農業を始めて間もない時期に
給付金を給付

所得の
確保

経営体育成支援事業
機械・施設整備への補助

青年等就農資金
機械・施設整備への
無利子融資

機械・施設
の取得など

農の雇用事業
（法人向け支援）

農業法人で働きたい

農業法人などが実施する
OJT研修※を支援

※OJT研修とは、実際の仕事
の現場で、その業務に必要な
知識や技術を習得させる研修
のこと。農業法人や農家の下
で実践的な農業の技術や経営
ノウハウを習得できます。

イチゴ栽培の指導を受ける
インターン

技術の習得
雇用の促進

イチゴ栽培の指導を受ける
インターン

の促進
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農
業
に
つ
い
て
基
礎
知
識
を
習

得
し
た
ら
、
次
は
実
際
に
体
験
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
◎
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援

事
業

　

市
内
の
農
家
で
、
イ
ン
タ
ー
ン

（
研
修
生
）
と
し
て
農
業
を
体
験

で
き
ま
す
。

▼
資
格
要
件　

就
農
を
希
望
す
る

農
業
教
育
機
関
の
学
生
な
ど
▼
研

修
経
費　

不
要
▼
問
合
せ　

市
農

林
振
興
課（
市
役
所
内
線
3
2
2
）

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

こ
の
ほ
か
、
ス
テ
ッ
プ
2
で
ご

紹
介
し
た
兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ

ー
や
兵
庫
県
立
農
業
大
学
校
で
も
、

就
農
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し
た

総
合
的
な
研
修
や
、
将
来
本
格
的

に
農
業
経
営
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
方
を
対
象
と
す
る
体
験
型
の

実
践
研
修
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

農
業
を
始
め
た
い
と
考
え
る
多

く
の
方
に
と
っ
て
「
資
金
の
確

保
」
と
「
農
地
の
確
保
」
は
大
き

な
課
題
で
す
。
し
か
し
、
就
農
者

が
増
え
る
こ
と
で
、
農
家
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
解

消
に
つ
な
が
り
、
定
住
人
口
の
増

加
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
国

な
ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　

　　
資
金
の
確
保

　
◎
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

　

県
農
業
大
学
校
な
ど
の
農
業
経

営
者
育
成
教
育
機
関
、
先
進
農

家
・
先
進
農
業
法
人
で
、
就
農
に

向
け
て
必
要
な
技
術
な
ど
を
習
得

す
る
研
修
を
受
け
る
場
合
に
、
原

則
と
し
て
45
歳
未
満
で
就
農
す
る

方
に
対
し
て
、
最
長
2
年
間
、
年

間
1
5
0
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

◎
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始

型
）

　

経
営
が
不
安
定
な
就
農
直
後
の

所
得
の
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
45
歳
未
満
で
独
立
・

自
営
就
農
す
る
方
に
対
し
、
最
長

5
年
間
、
年
間
最
大
1
5
0
万
円

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　　
農
地
の
確
保

　　

農
地
を
取
得
し
た
り
、
借
用
し

た
り
す
る
際
に
は
農
地
法
な
ど
に

基
づ
く
許
認
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
農
地
の
あ
っ
せ
ん
・
紹
介
は

市
の
農
業
委
員
会
が
行
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
と
は
、
地

域
内
に
分
散
し
た
農
地
を
整
理
し
、

農
地
の
有
効
利
用
や
経
営
効
率
化

を
進
め
る
新
た
な
担
い
手
（
法
人

や
大
規
模
家
族
経
営
、
集
落
営
農

等
）
や
新
規
参
入
者
が
、
ま
と
ま

り
の
あ
る
形
で
農
地
を
利
用
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
貸
し
付
け
る
た

め
の
組
織
で
す
。

▼
問
合
せ　

加
東
農
地
管
理
事
務

所
（
北
播
磨
県
民
局
加
東
農
林
振

興
事
務
所
内
）
☎
42‐9
4
2
1

　

　本格的に農業を始めるためには、技術の習得、
土地や住宅、資金の確保など事前の準備が必要で
す。また、今は働き方も多様化しており、組織に
属して農業をする方法もあります。
　ここでは、農業を始めるための準備を５つのス
テップに分けてご案内します。

Let's take up farming☆

　

農
業
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
、

田
畑
で
土
を
耕
し
て
作
物
を
育
て

る
も
の
か
ら
、
ハ
ウ
ス
や
温
室
な

ど
を
利
用
し
て
作
物
を
育
て
る
も

の
、
ま
た
、
家
畜
を
育
て
る
畜
産

な
ど
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
ず
、
自
分
の
目
指
す
農
業
は

何
な
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

・
い
つ
か
ら
農
業
を
始
め
る
か

・
就
農
形
態
は
（
自
分
で
農
業
経

　

営
／
農
業
法
人
等
※
に
就
職
）

・
取
り
扱
う
作
目
（
水
稲
、
野
菜
、

　

果
樹
、
花
き
、
畜
産
な
ど
）

・
就
農
す
る
地
区

・
自
己
資
金
等
の
事
業
資
金

・
家
族
の
協
力
の
有
無

※
農
業
法
人
等
に
つ
い
て
は
、
ス

　

テ
ッ
プ
5
を
参
照
。

　

こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
農
業
を
や

っ
た
こ
と
が
な
い
方
も
あ
れ
ば
、

家
業
を
手
伝
っ
た
程
度
…
と
い
う

方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
西

脇
市
周
辺
の
施
設
で
、
農
業
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー

　　

兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

誰
も
が
気
軽
に
農
業
に
つ
い
て
学

び
、
体
験
で
き
る
県
立
施
設
で
す
。

農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
「
楽
農
学

校
」
と
、
栽
培
・
農
産
物
加
工
・

食
な
ど
を
体
験
し
、
交
流
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
楽
農
交
流
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
新
規
就
農
駅
前
講
座

　

農
業
の
初
歩
的
知
識
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
夜
間
・
休
日
講
座
で

す
。

▼
開
催
日
時　

10
〜
11
月
の
土
曜

日
午
後
（
全
5
回
）
▼
開
催
場
所

明
石
市
立
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
▼

参
加
費　

5
，0
0
0
円
▼
募
集

人
数　

35
名
程
度
▼
募
集
期
間　

平
成
27
年
10
月
20
日
ま
で
（
定
員

に
な
り
次
第
終
了
）
▼
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
兵
庫
み
ど
り
公
社

兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
0
7
8‐9
6
5‐2
0
4
7

　
兵
庫
県
立
農
業
大
学
校

　　

兵
庫
県
立
農
業
大
学
校
は
、
農

業
経
営
者
や
地
域
の
農
業
発
展
の

た
め
に
指
導
的
役
割
を
担
う
人
材

を
養
成
す
る
た
め
の
機
関
で
す
。

　

農
産
園
芸
課
程
お
よ
び
畜
産
課

程
か
ら
な
る
養
成
部
門
と
、
農
業

の
担
い
手
等
に
農
業
技
術
、
経
営

管
理
能
力
、
組
織
化
な
ど
に
関
す

る
研
修
を
実
施
す
る
研
修
部
門
が

あ
り
、「
農
」
に
関
す
る
高
度
な

知
識
や
技
術
力
、
先
進
的
な
農
業

経
営
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
平
成
28
年
度
学
生
募
集

▼
募
集
人
数　

40
名
▼
教
育
期
間 

2
ヵ
年
▼
出
願
期
間　

【
推
薦
入

試
】
10
月
6
日
〜
21
日
【
一
般
入

試
】
前
期
：
11
月
19
日
〜
12
月
2

日
必
着
、
後
期
：
平
成
28
年
2
月

16
日
〜
26
日
必
着
▼
受
験
資
格　

平
成
28
年
4
月
１
日
現
在
で
25
歳

未
満
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方　

㋐
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま

た
は
平
成
28
年
3
月
卒
業
見
込
の

方　

㋑
知
事
が
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
方
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
た
方
▼
問
合
せ　

教
務

課
☎
0
7
9
0‐4
7‐1
5
5
1

ステップ別！

農業の始め方
や
り
た
い
農
業
を

イ
メ
ー
ジ
し
よ
う

STEP
1

農
業
を
学
ぼ
う

STEP
2

就
農
準
備
を
し
よ
う

STEP
4

実
際
に
体
験
し
よ
う

STEP
3

特集　さあ、農業を始めよう。
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本
校
で
は
1
学
年
40
人
を
定

員
と
し
て
、
2
年
間
の
全
寮
制

で
栽
培
・
飼
育
技
術
を
教
え
て

い
ま
す
。

　

近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
で
、
農
業
に
関
心
を
寄

せ
る
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

入
学
志
願
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
中
で
も
普
通
高
校
の
出
身

者
や
女
性
の
占
め
る
割
合
が
増

え
て
い
ま
す
。
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
は
、
学
生
の
半
分
以

上
が
農
家
以
外
の
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
農
業
法
人
な
ど
へ

の
就
職
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
農
業
を
取
り

巻
く
状
況
が
変
わ
り
、
昔
よ
り

選
択
肢
が
増
え
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
業
は

命
を
支
え
る
大
切
な
仕
事
で
す
。

そ
の
農
業
で
食
べ
て
い
く
た
め

に
、
学
生
た
ち
に
は
い
つ
も

「
売
り
先
を
意
識
す
る
」こ
と
を

説
い
て
い
ま
す
。
農
協
、
市
場
、

農
産
物
直
売
所
な
ど
…
。
変
化

す
る
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
、
求

め
ら
れ
る
作
物
を
最
適
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
届
け
る
な
ど
の
„
経

営
感
覚
“
が
必
要
で
す
。

　

卒
業
生
に
は
、
地
域
に
貢
献

で
き
る
「
農
」
の
リ
ー
ダ
ー
を

目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

若
者
た
ち
が
産
地
の
魅
力
を

直
接
体
験
す
る
こ
と
で
„
西
脇

市
で
農
業
を
営
む
喜
び
“
を
感

じ
て
も
ら
い
、
将
来
的
な
就
農

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
今
年
度
か

ら
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支

援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
か
ら
8
月
10
日
ま

で
市
内
の
畜
産
農
家
な
ど
3
カ

所
で
計
6
名
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
若
者
た
ち
は
、

農
業
の
現
場
か
ら
多
く
の
刺
激

を
受
け
た
よ
う
で
す
。
彼
ら
を

快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

黒
田
庄
和
牛
や
日
本
の
へ
そ

ゴ
マ
、
山
田
錦
や
丹
波
黒
大
豆

な
ど
、
西
脇
市
に
は
市
内
外
に

誇
れ
る
特
産
品
や
ブ
ラ
ン
ド
農

産
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
新

た
な
特
産
品
の
開
発
な
ど
、
さ

ら
な
る
農
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
で
、「
農
」の
面
か
ら
活
力
と

に
ぎ
わ
い
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
生
産
さ
れ
た
安
全
で

新
鮮
な
農
産
物
を
西
脇
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定

し
た
り
、
有
機
の
里
づ
く
り
の

仕
組
み
を
活
用
し
て
地
産
地
消

を
推
進
し
た
り
と
、
食
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
有
機
の
里
づ
く
り
」は
西
脇

市
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め

あ
ぐ
り
西
脇
）を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
で
す
。
地
元
の
稲
作
農

家
か
ら
集
め
た
良
質
な
稲
わ
ら

を
ウ
シ
に
与
え
、
畜
産
農
家
か

ら
排
出
さ
れ
た
牛
ふ
ん
を
質
の

良
い
完
熟
堆
肥
に
し
て
稲
作
農

家
の
田
畑
に
還
元
し
ま
す
。
そ

う
し
て
育
て
ら
れ
た
安
全
安
心

な
コ
メ
や
野
菜
は
、
北
は
り
ま

旬
菜
館
な
ど
の
直
売
所
や
量
販

店
な
ど
で
販
売
さ
れ
、
私
た
ち

の
も
と
に
届
き
ま
す
。

　

農
業
を
始
め
る
に
は
、
主
に
次

の
3
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
①
家
業
を
継
ぐ

　　

新
規
就
農
者
の
大
半
が
こ
の
パ

タ
ー
ン
で
す
。
資
金
や
農
地
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
技
術
や
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
②
農
業
に
新
規
参
入
す
る

　　

独
立
や
転
職
に
よ
っ
て
新
規
参

入
す
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。
一
定
の

資
金
や
農
地
、
技
術
、
知
識
が
必

要
な
の
で
、
会
社
な
ど
が
農
業
法

人
を
設
立
し
て
参
入
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
③
農
業
法
人
な
ど
に
勤
め
る

　　

近
年
、
特
に
増
加
傾
向
に
あ
る

の
が
、
こ
の
「
雇
用
就
農
」
で
す
。

多
額
の
初
期
投
資
は
必
要
な
く
、

毎
月
決
ま
っ
た
給
与
を
も
ら
い
ま

す
。
働
き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
や
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
将
来
的
に
独
立
で

き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　

　

農
業
法
人
は
、
家
族
だ
け
で
設

立
し
た
小
規
模
な
法
人
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
従
業
員
を
抱
え
る
大

規
模
な
法
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

大
規
模
な
農
業
法
人
で
は
、
作
物

を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
直
売
を

す
る
例
も
多
く
、
出
荷
・
配
送
か

ら
在
庫
・
顧
客
管
理
、
営
業
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
担
当

す
る
人
材
が
必
要
で
す
。

　

雇
用
就
農
者
の
8
割
以
上
が
農

業
未
経
験
で
あ
っ
た
と
い
う
統
計

か
ら
、
雇
用
就
農
は
、
農
業
に
関

心
を
持
つ
多
く
の
若
者
な
ど
の
強

い
関
心
を
集
め
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
就
農
に
あ
た
っ
て
の
相
談
は

○
ひ
ょ
う
ご
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8‐3
9
1‐1
2
2
2

○
加
西
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
9
0‐4
7‐1
4
4
8

　

東
野
豊
さ
ん
は
、
市
内
の
高

校
を
卒
業
後
、
会
社
員
生
活
を

経
て
今
春
就
農
し
た
21
歳
。
現

在
は
水
稲
と
黒
大
豆
を
1
2
0

ア
ー
ル
（
１
ア
ー
ル
は
1
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
）
ず
つ
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

―
ど
う
し
て
農
業
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
。

　

自
然
の
中
に
身
を
置
い
て
い

る
と
「
生
き
物
の
命
っ
て
つ
な

が
っ
て
る
ん
だ
」
と
実
感
で
き

る
。
そ
の
感
覚
が
好
き
な
ん
で

す
。
そ
れ
に
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

家
業
の
農
業
を
手
伝
っ
て
い
た

の
で
、
抵
抗
感
は
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
農
業
は
体
力
的
に
大
変
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
。

　

水
稲
栽
培
は
機
械
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い
で
す
。
夏
場
の
暑
さ
は
大
変

だ
け
ど
、
早
朝
や
夕
方
に
作
業

す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

―
農
地
は
ど
う
や
っ
て
準
備
し

た
ん
で
す
か
。

　

す
べ
て
人
か
ら
借
り
ま
し
た
。

手
入
れ
さ
れ
た
日
当
り
の
良
い

田
ん
ぼ
を
預
か
る
こ
と
が
で
き

て
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
就
農
を
目
指
す
人

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

　

こ
だ
わ
り
野
菜
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
中
、「
有
機

の
里
づ
く
り
」
を
進
め
る
西
脇

市
な
ら
循
環
型
農
業
が
や
り
や

す
い
。
若
者
向
け
の
支
援
策
も

多
い
の
で
、
若
い
う
ち
に
農
業

に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

農
業
を
始
め
よ
う

STEP
5

特集　さあ、農業を始めよう。

今春から農家として
独立経営

東野　豊さん

法人社員として酒米
から日本酒造りに挑

戦

八木健伍さん、杉浦
友亮さん、

　　　　　　　　　
　　秋田祐輔さん

兵庫県立農業大学校
松元一師　校長

 

農
業
の
明
日
を
支
え
る
た
め
に

 　
西
脇
市
で
は
、
新
規
に
就
農

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

ス
イ
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
支
援

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
の
特
産
化
を

目
指
し
て
整
備
し
た
ハ
ウ
ス
を

使
っ
て
、
研
修
生
に
栽
培
や
経

営
の
や
り
方
を
学
ん
で
も
ら
う

と
い
う
も
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は

イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
市
内
に
定

住
し
て
も
ら
え
れ
ば
…
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

農
業
は
、
み
ん
な
の
「
食
」

を
守
る
大
切
な
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
。
あ
な
た
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。西脇市産業活力再生部

仲田仁久　部長

　３人は、酒造会社が市内に設立した農業生産
法人「アグリ九平治」で働いています。同社は、
黒田庄町田高や門柳などで酒米を作っています。
　酒造りの職人として世界的に評価の高い銘酒
「醸し人九平次」などに携わる３人ですが、米
作りは素人。農家の皆さんや農協に指導を仰ぎ
ながら、どんどん吸収しています。「法人社員
として、さまざまな経験ができるのが楽しい。
自分たちが手掛けたお米で、最高のお酒を造り
たい」と意欲を見せています。


